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学
生
の
数
か
ら
い
う
と
、
ほ
か
の
二
校
に
比
べ
、
か
な
ら
ず
し
も
多
い
と

は
言
え
な
い（

2
）。

　

近
年
、
近
代
中
国
人
留
学
生
研
究
、
と
く
に
日
中
戦
争
勃
発
以
前
の
研

究
は
数
多
く
の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
不
足
も
あ
り
、
今
ま
で

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
偽
政
権
留
学
生
に
つ
い
て
研
究
は
ま
だ
十
分
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
満
洲
国
留
学
生
派
遣
事
業
、
そ
の
制
度
の
成
り
立
ち

と
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
全
体
像
を
か
な
り
よ
く
把
握
し
て
き
た
。

し
か
し
、
留
学
生
団
体
の
全
て
に
普
遍
性
が
あ
る
と
一
概
に
は
言
い
切
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
近
年
は
全
体
的
な
研
究
か
ら
個
別
の
事
例
へ
、
と
く

に
一
つ
の
学
校
に
通
っ
た
中
国
人
留
学
生
を
通
し
て
、
留
学
史
の
実
像
を

把
握
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る（

3
）。

一
　
は
じ
め
に

　

一
九
二
八
年
六
月
三
十
日
専
門
学
校
令
に
よ
り
、
関
西
医
科
大
学
の
前

身
で
あ
る
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
（
以
下
大
阪
女
医
専
）
が
創
立

し
た（

1
）。
爾
来
同
校
は
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
（
以
下
東
京
女
医
専
）、

帝
国
女
子
医
学
専
門
学
校
と
と
も
に
、
旧
制
女
子
医
学
専
門
学
校
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
大
阪
女
医
専
は
大
阪
府
牧
野
に
位
置
し
、

当
時
西
日
本
で
の
唯
一
の
女
子
医
育
機
関
で
あ
っ
た
。
東
京
女
医
専
よ
り

入
学
し
や
す
か
っ
た
の
か
、
数
少
な
い
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
た
。
戦
前
入
学
し
て
い
た
学
生
が
作
っ
た
同
窓
会
は
延
べ
十
八
回
に

も
な
り
、
実
に
多
数
の
女
性
医
師
を
育
て
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
留

論
説大

阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
に
お
け
る
ア
ジ
ア
留
学
生

李
思
斉
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の
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
見
出
せ
る
当
該
学
校
に
通
っ
て
い

た
ア
ジ
ア
留
学
生
の
特
徴
を
論
じ
る
。
個
々
の
事
例
を
通
し
、
戦
時
中
の

留
学
は
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
か
を
概
観
し
た
い
。
ま
た
、
王
静

女
史
と
傅
秀
華
女
史
の
よ
う
な
個
別
な
事
例
を
紹
介
し
、
戦
時
中
、
と
く

に
敗
戦
直
前
の
留
学
生
生
活
の
一
端
を
示
す
次
第
で
あ
る
。

二
　
関
西
医
科
大
学
の
同
窓
会
と
ア
ジ
ア
留
学
生

　

大
阪
女
医
専
の
同
窓
会
は
一
九
三
三
年
に
一
回
生
の
卒
業
と
同
時
に
発

足
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
校
友
会
機
関
誌
「
加
多
乃
」
と
、

一
九
三
七
年
九
月
よ
り
発
行
さ
れ
た
同
窓
会
誌
「
お
と
づ
れ
」
の
二
種
類

の
発
行
物
が
あ
っ
た
。
戦
時
中
は
用
紙
入
手
難
の
た
め
、
一
九
四
三
年
よ

り
約
五
年
間
の
休
刊
期
間
が
あ
っ
た（

6
）。
こ
れ
ら
の
機
関
誌
は
卒
業
し
た

会
員
に
の
み
配
ら
れ
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
外
部
の
人
は
見
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

筆
者
は
去
年
大
阪
女
医
専
の
元
学
生
で
あ
る
王
静
女
史
に
出
会
い
、
ま

た
彼
女
の
紹
介
で
、
同
級
生
の
傅
秀
華
に
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
行
し

た
。
加
え
て
大
阪
女
医
専
の
後
身
で
あ
る
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
か
ら
貴

重
な
資
料
の
数
々
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
現
存
す
る
多

く
の
名
簿（

4
）と
同
窓
会
が
提
供
し
た
会
員
名
簿
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
当
時
こ
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
留
学
生
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

「
満
洲
国
」（
以
下
満
洲
国
と
表
記
す
る
）
留
学
生
予
備
校
の
卒
業
生
は

九
十
年
代
、
五
十
年
ぶ
り
に
同
窓
会
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
の
立
案
者
は
王

静
女
史
で
あ
り
、
会
長
役
を
務
め
た
の
は
単
純
（
本
名

：
単
春
生
）
で
あ

る（
5
）。
両
者
と
も
こ
の
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
大
阪

女
医
専
を
取
り
上
げ
る
の

に
十
分
価
値
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で

不
明
で
あ
っ
た
当
時
大
阪

女
医
専
の
ア
ジ
ア
留
学
生
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で
は
、
卒
業
し
た
学
生
の
会
員
名
簿
管
理
や
同
窓
会
誌
の
発
行
に
勤
め
て

き
た
。
今
回
利
用
し
た
大
阪
女
医
専
側
の
資
料
は
同
窓
会
が
管
理
し
て
い

る
資
料
に
加
え
て
、
筆
者
が
古
本
屋
で
入
手
し
た
『
会
員
名
簿
』
が
挙
げ

ら
れ
る
。
当
然
、
卒
業
し
な
か
っ
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
全
く
わ
か
ら
な

い
た
め
、
終
戦
間
際
の
留
学
生
の
実
態
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
ア
ジ
ア
留
学
生
の
情
報
を
す
べ
て
網
羅
し
た
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
ほ
ぼ
揃
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
戦
前
大
阪
女
医
専
に
在
学
し
た
留
学
生
の
総
数
は
四
十
名
で
あ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
地
域
別
に
言
う
と
、
中
華
民
国
四
名
、
台
湾
四
名
、

朝
鮮
半
島
十
一
名
、
満
洲
国
二
十
一
名
で
あ
る
。

三
　
留
学
生
な
ら
ぬ
留
学
生

　

こ
の
学
校
は
三
人
の
中
華
民
国
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。『
日
本
留
学
中
華
民
国
人
名
調
』（
以
下
『
人
名
調
』）
に
よ
る
と
、

蔡
聯
歓
、
楊
節
子
、
江
国
瑞
の
三
人
で
あ
る（

7
）。
そ
の
ほ
か
、『
会
員
名

簿
』（8
）に
は
国
籍
の
な
い
中
国
人
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
例
を
紹
介
し
、
こ
の
人
た
ち
が
持
つ
共
通
点
を
探
る
。

　

一
九
二
八
年
六
月
三
十
日
に
創
設
さ
れ
た
大
阪
女
医
専
は
早
く
も
七
月

に
第
一
回
生
を
迎
え
た
。
創
設
時
代
で
も
あ
り
、
初
期
学
生
の
数
は
予
科

生
の
百
六
十
名
で
あ
っ
た（

9
）。
こ
の
中
で
、
中
華
民
国
出
身
の
学
生
が
一

　

戦
前
で
は
、
こ
こ
大
阪
女
医
専
か
ら
十
四
回
生
ま
で
の
卒
業
生
が
送
り

出
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
ま
で
無
事
に
こ
こ
か
ら
卒
業
で
き
た
留
学
生
は

十
四
回
生
ま
で
と
な
る
が
、
入
学
時
期
を
考
え
る
と
、
一
九
四
五
年
入
学

の
十
八
回
生
ま
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
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れ
か
ら
の
業
績
が
非
常
に
期
待
で
き
る
、
と
一
九
三
三
年
二
月
二
日
『
朝

日
新
聞
』
に
紹
介
さ
れ
た（

11
）。
ま
た
、
こ
の
学
校
の
教
員
だ
っ
た
伊
達
俊

光
は
自
身
の
随
想
録
の
中
で
、「
第
一
回
の
生
徒
中
の
蔡
聯
歓
と
い
う
中

華
民
国
の
若
い
女
性
が
な
か
な
か
傑
れ
た
頭
脳
の
持
主
で
成
績
も
抜
群
で

あ
り
、
教
養
も
備
つ
て
人
気
を
集
め
て
ゐ
た
。
彼
女
は
昭
和
八
年
卒
業
後

定
め
て
彼
の
地
で
日
本
の
医
術
を
以
て
救
世
の
業
に
従
ふ
て
ゐ
る
で
あ
ら

う
が
、
日
支
事
変
の
今
日
此
頃
健
在
で
あ
る
か
ど
う
か
、
時
々
私
の
思
ひ

出
の
種
と
な
つ
て
ゐ
る
。」
と
彼
女
の
こ
と
を
絶
賛
し
て
い
る（

12
）。

　

つ
ぎ
に
、
楊
節
子
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
資
料
を
挙
げ
て
み
る
。
当

該
人
物
は
『
人
名
調
』
で
広
東
省
順
徳
の
出
身
と
あ
る
。
一
九
一
四
年
生

ま
れ
で
、
神
戸
成
徳
校
女
出
身
と
い
う
こ
と
が
備
考
欄
で
示
さ
れ
て
い
る
。

実
際
彼
女
は
一
九
三
二
年
入
学
、
一
九
三
七
年
卒
業
の
第
五
回
生
に
当
た

る
。
順
徳
と
中
山
は
隣
町
で
も
あ
り
、
蔡
聯
歓
、
楊
節
子
は
共
に
華
僑
の

子
孫
だ
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
。
ま
た
、
節
子
と
い
う
名
前
は
中

国
人
に
は
珍
し
い
つ
け
方
で
、
お
そ
ら
く
母
親
の
ほ
う
は
日
本
人
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
一
九
四
六
年
『
同
窓
会
会
員
名
簿
』
に
は
吉

岡
節
子
（
旧
姓
楊
）
と
書
い
て
あ
り
、
卒
業
後
日
本
人
と
結
婚
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
窓
会
保
管
の
資
料
に
は
、
終
生
関
西
で
医
者

と
し
て
生
涯
を
全
う
し
、
一
九
六
二
年
に
世
を
去
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
江
国
瑞
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
同
窓
会
の
資
料
に
は
彼
女
の

名
前
が
見
ら
れ
な
い
が
、『
人
名
調
』
で
は
湖
北
省
鄂
城
の
出
身
と
書
い

人
い
た
。
名
前
は
蔡
聯
歓
で
あ
る
。
以
下
、
関
西
医
科
大
同
窓
会
が
保
管

し
た
資
料
及
び
蔡
聯
歓
自
身
が
書
い
た
叙
述
録
に
基
づ
き
、
彼
女
の
生
涯

を
紹
介
す
る
。

　

蔡
聯
歓
、
字
は
紉
秋
と
い
い
、
一
九
〇
七
年
十
一
月
十
五
日
神
戸
で
貿

易
商
人
の
娘
と
し
て
誕
生
し
た
。
本
籍
は
広
東
省
中
山
県
で
あ
る
。
一
九

一
九
年
十
二
月
神
戸
華
僑
同
文
小
学
校
を
卒
業
、
翌
年
か
ら
一
九
二
三
年

ま
で
神
戸
文
徳
学
塾
に
お
い
て
漢
文
を
学
ぶ
。
両
親
は
娘
が
長
ら
く
異
郷

に
い
る
た
め
、
国
学
を
忘
れ
る
こ
と
を
案
じ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
神
戸
華

僑
同
文
学
校
の
校
長
で
同
じ
く
広
東
出
身
の
伍
綽
餘
に
師
事
し
て
中
国
伝

統
文
学
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
一
九
二
七
年
ま
で
、
神
戸
セ
ン
ト

マ
リ
ー
女
学
校
で
学
業
を
修
め
、
翌
年
七
月
十
日
大
阪
女
医
専
に
入
学
し

た
。
満
洲
事
変
後
、
母
親
と
弟
は
香
港
に
移
住
し
た
が
彼
女
は
父
親
と
二

人
で
日
本
に
残
り
、
一
九
三
三
年
六
月
よ
り
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
で

微
生
物
学
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
七
年
七
月
研
究

論
文
を
完
成
さ
せ
る
や
、
盧
溝
橋
事
変
が
あ
っ
た
た
め
、
帰
国
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
日
中
戦
争
期
広
西
省
と
香
港
の
間
で
転
々
と
し
、

終
戦
後
、
中
山
大
学
の
教
員
に
な
り
、
新
中
国
政
権
成
立
後
、
香
港
に
移

住
し
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
は
一
時
期
カ
ナ
ダ
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
香
港
に
戻
り
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
一
〇
五
歳
で
世
を
去
っ
た（

10
）。

　

右
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
蔡
聯
歓
女
史
は
医
学
研
究
に
も
文
学
に
も
造

詣
が
深
い
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
文
部
省
か
ら
奨
学
金
を
貰
い
、
こ



言語社会　第 12号　　170

神
戸
総
領
事
の
娘
さ
ん
で
美
人
で
聡
明
な
江
国
瑞
さ
ん
を
覚
え
て
い
ま

す
か
。
日
支
事
変
が
起
こ
っ
て
四
年
生
の
夏
休
み
、
本
国
に
帰
ら
れ
た

ま
ま
消
息
不
明
で
し
た
が
、
最
近
全
く
偶
然
の
事
か
ら
（
中
略
）
次
の

よ
う
な
事
が
判
り
ま
し
た
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
小
児
科
医
の

ご
主
人
（
最
近
死
去
さ
れ
た
由
）
と
一
男
の
健
康
で
幸
福
な
家
庭
を
築

き
、
現
在
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
研
究
所
で

D
r.M

arilyn K
iang-ulrich

の
名
前
で
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
研
究

に
励
ん
で
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す（

14
）。

　

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
一
九
九
九
年
十
月
十
五
日
に

サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
で
世
を
去
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
数

多
く
の
研
究
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
伺
え
る（

15
）。

　

以
上
の
三
人
以
外
に
、
一
九
三
八
年
卒
業
の
第
六
回
生
の
中
に
、
鄭
呉

氏
翠
雲
と
記
さ
れ
た
人
物
が
い
る
。
彼
女
は
そ
の
後
森
方
宝
子
と
日
本
人

ら
し
い
名
前
で
『
会
員
名
簿
』
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
を
ま
と
め

た
名
簿
の
中
に
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
も
当
初
日
本
に

住
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
名
前
を
変
え
た
の
も
日
本
人
と
結
婚

し
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
彼
女
た
ち
の
身
分
の
共
通
点
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
両
親
の
都
合
で
日
本
に
生
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
渡
っ
て
き

て
あ
る
。
湖
南
省
長
沙
女
子
第
二
中
学
を
卒
業
後
、
同
学
校
に
入
り
、
一

九
四
二
年
七
月
帰
国
し
て
、
そ
の
ま
ま
学
業
を
放
棄
し
た
と
推
測
で
き
る
。

別
の
資
料
を
見
て
み
る
と
、
彼
女
は
一
九
三
五
年
九
月
よ
り
選
抜
補
給
生

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
月
額
五
十
円
の
補
給
を
受
け
る
際
に
、

大
阪
女
医
専
か
ら
外
務
省
に
彼
女
の
履
歴
と
成
績
証
明
書
が
送
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
の
履
歴
と
関
連
資
料
か
ら
彼
女
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

　

江
国
瑞
は
一
九
一
六
年
七
月
十
八
日
中
華
民
国
の
外
交
官
江
華
本
の
娘

と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
籍
は
湖
北
省
鄂
城
県
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
六
月

湖
南
省
長
沙
女
子
第
二
中
学
校
を
卒
業
、
一
九
三
四
年
四
月
よ
り
大
阪
女

医
専
に
入
学
し
た
。
在
学
時
の
成
績
は
平
均
九
十
二
点
で
き
わ
め
て
優
秀

で
あ
り
、「
素
行
非
難
す
る
点
な
し
」
と
評
価
さ
れ
た
が
、
思
想
面
に
お

い
て
、「
思
想
要
注
意
人
物
」
と
外
務
省
文
化
事
業
部
に
報
告
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
彼
女
の
保
証
人
は
当
時
神
戸
総
領
事
館
副
領
事
で
あ
る
潘
錦

尭
で
、
保
護
人
は
父
親
の
外
交
部
条
約
委
員
会
委
員
江
華
本
で
あ
る
。
父

親
が
満
洲
事
変
の
と
き
日
本
政
府
を
批
判
し
た
言
論
が
あ
っ
た
せ
い
か
、

外
務
省
に
目
を
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
五
年
目
に
あ
た

る
一
九
四
二
年
七
月
に
国
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
二
度
と
日
本
に
は
来
な
か

っ
た（

13
）。

　

七
回
生
と
し
て
卒
業
す
る
は
ず
だ
っ
た
江
国
瑞
の
そ
の
後
の
人
生
に
つ

い
て
、『
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
五
十
年
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
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非
常
に
興
味
深
い
。
近
代
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
留
日
学
生
を
見
極
め
る

た
め
に
、
こ
の
点
は
非
常
に
留
意
す
べ
き
点
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

台
湾
出
身
の
留
学
生
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
管
見
の
限
り
、
張
廬
玉
鳳

の
み
で
あ
る
。
戦
後
、
台
湾
に
引
き
揚
げ
た
後
、
大
学
に
入
り
男
女
共
学

で
勉
強
し
た
と
本
人
が
述
べ
て
い
る（

16
）。

た
。
一
般
的
に
認
識
さ
れ
た
留
学
生
の
定
義
と
若
干
違
い
が
あ
る
。
留
学

生
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
留
学
生
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
大
阪
女
医
専
通
っ
て
い
た
最
初
の
留
学
生
は
こ
の
よ
う
に
、
留
学
を

目
的
と
し
な
い
、
両
親
に
付
随
し
て
日
本
で
勉
強
に
励
む
し
か
な
い
特
殊

な
学
生
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
　
外
地
よ
り
来
た
留
学
生
た
ち

　

台
湾
と
朝
鮮
半
島
は
戦
前
日
本
の
植
民
地
で
あ
る
。
日
本
本
土
を
内
地

と
い
い
、
台
湾
と
朝
鮮
半
島
を
外
地
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
外

地
の
学
生
は
当
時
留
学
生
の
枠
組
み
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大

阪
女
医
専
で
は
台
湾
と
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
学
生
も
非
常
に
多
か
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
と
満
洲
国
の
よ
う
に
、
一
度
入
学
し
た
痕

跡
が
残
れ
ば
、
探
し
出
せ
る
が
、
台
湾
と
朝
鮮
半
島
の
場
合
、
十
六
回
生

に
一
人
卒
業
で
き
て
い
な
か
っ
た
台
湾
学
生
を
除
い
て
、
基
本
的
に
卒
業

生
し
か
確
認
で
き
な
い
。
以
下
、
一
九
四
六
年
『
同
窓
会
会
員
名
簿
』
及

び
二
〇
一
四
年
『
会
員
名
簿
』
に
準
じ
て
、
表
一
に
し
て
紹
介
す
る
。

　

下
の
よ
う
に
、
台
湾
と
朝
鮮
半
島
出
身
の
留
学
生
の
一
斑
が
見
て
と
れ

る
。
こ
の
中
で
、
と
く
に
朝
鮮
半
島
出
身
の
学
生
に
目
を
引
か
れ
る
。
彼

女
た
ち
は
創
始
改
名
に
よ
り
、
日
本
式
人
名
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
半
は
戦
後
日
本
に
残
り
、
医
院
を
経
営
す
る
身
と
な
っ
た
点
は

表
一　

大
阪
女
医
専
卒
台
湾
・
朝
鮮
半
島
出
身
の
留
学
生

人　

名

出
身

在　

籍

人　

名

出
身

在　

籍

高
梅

台
湾

一
回
生

林
金
英

台
湾

七
回
生

董
晋
栄

台
湾

十
四
回
生

張
廬
玉
鳳

（
竹
原
久
仁
子
）
台
湾

十
六
回
生

（
仮
）

李
景
林

（
三
原
景
林
）
朝
鮮

一
回
生

朴
福
星

朝
鮮

三
回
生

李
康
順

（
高
城
康
子
）
朝
鮮

六
回
生

徐
錫
順

（
徐
順
子
）

朝
鮮

八
回
生

張
粉
石

朝
鮮

八
回
生

朴
永
礼

朝
鮮

八
回
生

羅
桂
芳

（
平
林
桂
子
）
朝
鮮

九
回
生

蔣
順
女

（
青
松
裕
恵
）

朝
鮮

十
回
生

金
宝
廉

（
佳
山
肥
代
）
朝
鮮

十
一
回
生

杜
雲
峰

（
西
喜
久
子
）

朝
鮮

十
一
回
生

姜
愛
珠

（
神
本
愛
子
）
朝
鮮

十
三
回
生
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以
下
に
、『
学
生
録
』、『
留
学
生
予
備
校
一
覧
』、『
留
学
生
予
備
校
同

学
録
』（19
）（
以
下
『
同
学
録
』）『
教
育
部
特
設
東
北
臨
時
大
学
補
習
班
同
学

録
』（
以
下
『
臨
時
大
同
学
録
』）（20
）及
び
前
文
に
言
及
し
た
関
西
医
科
大

学
同
窓
会
資
料
を
ま
と
め
た
上
で
の
表
二
に
な
る
。

　

次
頁
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
留
学
生
予
備
校
六
期
生
ま
で
の
在
学
情
報

は
『
学
生
録
』
か
ら
確
認
が
取
れ
る
。
七
期
生
の
情
報
は
『
同
学
録
』
及

び
七
期
生
東
京
女
医
専
に
入
学
し
た
史
延
芳
女
史
の
情
報
に
即
し
て
作
っ

た
も
の
で
あ
る（

21
）。
ま
た
『
東
北
臨
時
大
同
学
録
』
の
み
掲
載
さ
れ
た
名

前
が
あ
る
。
こ
の
学
生
の
中
で
、
関
西
医
科
大
学
の
卒
業
生
デ
ー
タ
に
名

前
が
載
っ
て
あ
る
学
生
は
左
素
葵
、
孫
麗
君
、
邵
淑
栄
三
人
だ
け
で
あ
る
。

　

孫
麗
君
の
場
合
、『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
周
年
史
』
に
特
筆
さ
れ

て
い
る
。
彼
女
の
夫
は
殉
職
し
て
い
た
ら
し
い
。
い
わ
ゆ
る
未
亡
人
の
身

分
で
子
供
を
つ
れ
て
、
日
本
に
や
っ
て
き
た
。
当
時
、
大
阪
女
医
専
の
日

本
人
学
生
の
中
に
こ
の
よ
う
な
未
亡
人
学
生
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
王
静

女
史
は
証
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
未
亡
人
留
学
生
と
い
う
身
分
は
お
そ

ら
く
彼
女
一
人
だ
け
で
あ
ろ
う
。
卒
業
後
の
彼
女
は
満
洲
国
新
京
市
立
病

院
に
勤
務
し
た
こ
と
が
判
明
で
き
る
が
、
戦
後
の
情
報
は
全
く
知
る
す
べ

が
な
か
っ
た（

22
）。

　

程
吉
子
の
場
合
、
そ
の
国
籍
に
疑
い
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
の

と
き
在
学
し
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
の
名
簿
に
そ
の
名
前
が
見
当
た
ら

な
く
な
っ
た
。
何
ら
か
の
原
因
で
帰
国
し
た
か
と
推
測
で
き
る（

23
）。

五
　
満
洲
国
留
学
生
と
大
阪
女
医
専

　

満
洲
事
変
後
、
中
国
東
北
地
域
の
留
学
生
事
業
は
一
旦
停
止
状
態
に
追

い
込
ま
れ
た
。
満
洲
国
建
国
に
つ
れ
て
事
態
が
沈
静
化
し
、
留
学
事
業
は

再
開
し
た
が
留
学
生
に
関
す
る
一
連
の
法
令
が
発
令
さ
れ
る
ま
で
、
留
学

生
管
理
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
無
政
府
状
態
に
陥
っ
て
い
た（

17
）。

　

こ
の
時
期
の
留
学
生
は
非
常
に
把
握
し
に
く
い
。
満
洲
国
大
使
館
は
一

九
三
五
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
計
九
冊
の
『
満
洲
国
留
日
学
生
名

録
』（
以
下
『
学
生
録
』）
を
編
集
し
た
が
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
四

年
ま
で
の
留
学
生
名
簿
は
日
華
学
会
だ
け
が
頼
り
と
な
る
。
当
然
統
計
に

入
っ
て
い
な
い
学
生
の
存
在
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
筆
者
の
調
査
す
る
と
こ

ろ
で
は
、
ほ
か
の
学
校
に
お
い
て
も
、
記
述
の
漏
れ
た
人
物
が
存
在
す
る

こ
と
が
あ
る（

18
）。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
名
簿
で
も
多
く
の
問
題
点
が
見
ら
れ
、
結
局
各
学

校
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
関
西
医
科
大
学
同
窓

会
編
二
〇
一
四
年
『
会
員
名
簿
』
よ
り
、
大
阪
女
医
専
に
通
っ
て
い
た
満

洲
国
最
初
の
留
学
生
が
判
明
し
た
。
同
窓
会
第
二
回
、
つ
ま
り
一
九
三
四

年
の
卒
業
生
柴
田
す
ぎ
で
あ
る
。
彼
女
の
本
名
は
左
素
葵
と
い
い
、
出
身

は
満
洲
と
表
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
情
報
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
窓

会
名
簿
に
は
現
住
所
ア
メ
リ
カ
と
書
い
て
あ
る
。
二
〇
一
四
年
時
点
で
は

存
命
中
か
と
思
わ
れ
る
。
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邵
淑
栄
の
場
合
、
二
〇
〇
五
年
七
月
四
日
付
け
の
『
北
京
青
年

報
』「
方
軍
与
謝
罪
鬼
子
兵
」
の
記
事
に
、
戦
前
看
護
師
だ
っ
た

勝
間
靖
子
の
証
言
が
あ
る
。
記
事
で
は
「
勝
間
は
留
日
医
師
邵
淑

栄
を
第
一
の
貴
人
だ
と
見
な
し
た
。
当
時
、
い
た
る
と
こ
ろ
に

「
日
本
人
を
雇
用
す
る
な
！
」
と
ポ
ス
タ
ー
が
張
っ
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
邵
淑
栄
は
危
険
を
顧
み
ず
、
勝
間
に
あ
る
教
師
の
使
用

人
と
し
て
の
仕
事
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
勝
間
を
中
国
人
名

「
劉
静
貞
」
と
名
づ
け
た
。
あ
る
日
、
ソ
連
軍
の
手
か
ら
勝
間
を

救
っ
た
。
そ
の
後
、
邵
淑
栄
の
紹
介
で
東
北
電
影
製
片
場
の
撮
影

担
当
の
王
徳
成
と
結
婚
し
た
。（
中
略
）
邵
淑
栄
は
勝
間
を
救
っ

た
こ
と
か
ら
造
反
派
に
漢
奸
罪
で
弾
圧
さ
れ
、
棒
で
殴
ら
れ
、
無

念
の
死
を
遂
げ
た
。」
と
書
い
て
あ
る（

24
）。

　

何
春
馥
の
場
合
、
一
九
四
一
年
版
『
学
生
録
』
に
載
っ
て
い
る

年
齢
か
ら
、
彼
女
の
生
ま
れ
年
は
一
九
二
三
年
と
推
測
で
き
る
。

『
会
員
名
簿
』
に
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
邵
淑
栄
と
違
っ

て
、
学
業
が
終
わ
ら
な
い
ま
ま
、
帰
っ
た
ら
し
い
。『
同
学
録
』

に
よ
れ
ば
、
戦
後
長
春
市
婦
産
医
院
に
勤
め
、
一
九
九
七
年
一
月

四
日
に
世
を
去
っ
た（

25
）。

　

王
玉
卿
の
場
合
、
一
九
四
二
年
版
『
学
生
録
』
に
載
っ
て
い
る

年
齢
か
ら
、
彼
女
の
生
ま
れ
年
は
一
九
二
三
年
と
推
測
で
き
る
。

『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
最
終
学
歴
は
満
洲
医
科
大
学
の
後
身
の

表
二　

満
洲
国
（
関
東
州
含
む
）
出
身
留
学
生

人　

名

出　

身　

校

留
学
生
予
備
校

在　

籍

左
素
葵
（
柴
田
す
ぎ
）
不
詳

否

二
回
生

孫
麗
君

北
京
清
華
女
子
中
学
校

否

九
回
生

程
吉
子

新
京
錦
ヶ
丘
高
等
女
学
校

否

十
三
回
生
（
仮
）

何
春
馥

奉
天
第
二
女
子
国
民
高

予
備
校
四
期
生

十
四
回
生
（
仮
）

邵
淑
栄

ハ
ル
ピ
ン
第
一
女
子
国
民
高

予
備
校
四
期
生

十
四
回
生

王
玉
卿

ハ
ル
ピ
ン
第
一
女
子
国
民
高

予
備
校
五
期
生

十
五
回
生
（
仮
）

単
春
生
（
単
純
）

新
京
第
一
女
子
国
民
高

予
備
校
五
期
生

十
五
回
生
（
仮
）

徐
文
書
（
徐
力
）

吉
林
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

王
静

新
京
第
一
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

呉
益
珍

大
連
羽
衣
商
女

否

十
六
回
生
（
仮
）

趙
瑞
芝

四
平
省
開
原
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

張
淑
勤

吉
林
省
吉
林
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

傅
秀
華

吉
林
省
吉
林
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

楊
淑
文
（
呉
新
）

金
州
省
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

梁
秀
章

新
京
第
二
女
子
国
民
高

予
備
校
六
期
生

十
六
回
生
（
仮
）

杜
名
蘭

不
詳

予
備
校
七
期
生

十
七
回
生
（
仮
）

曲
玉
潔

不
詳

予
備
校
七
期
生

十
七
回
生
（
仮
）

許
広
沢

不
詳

予
備
校
七
期
生

十
七
回
生
（
仮
）

？
？
？

不
詳

予
備
校
七
期
生

十
七
回
生
（
仮
）

馮
建

不
詳

否

十
八
回
生
（
推
定
）

李
潔
敏

不
詳

否

十
八
回
生
（
推
定
）
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収
録
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
事
情
に
よ
っ
て
、
名
前
を
呉
新
に
改
め
た
。
大

阪
女
医
専
在
学
中
、
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
い
た
ら
し
い
。
本
来
な
ら
彼
女

は
私
費
留
学
生
で
あ
っ
た
が
、
何
か
の
理
由
で
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
い
た

そ
う
で
あ
る
。『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
十
二
月
二
日
生
ま

れ
。
最
終
学
歴
は
長
春
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
東
北
師
範
大
学
職
工
医

院
に
勤
め
て
い
た（

31
）。

　

梁
秀
章
は
王
静
女
史
の
義
理
の
姉
に
当
た
る
。
文
化
大
革
命
の
最
中
、

世
を
去
っ
た（

32
）。

　

杜
名
蘭
の
場
合
、『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
七
年
十
一
月
十
日

生
ま
れ
。
最
終
学
歴
は
長
春
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
長
春
市
医
学
情
報

研
究
所
に
勤
め
て
い
た
。

　

曲
玉
潔
の
場
合
、『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
十
二
月
二
十

九
日
生
ま
れ
。
最
終
学
歴
は
中
国
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
は
錦
州
鉄
路

セ
ン
タ
ー
病
院
に
勤
め
て
い
た
。

　

許
広
沢
の
場
合
、『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
二
月
二
十
一

日
生
ま
れ
。
最
終
学
歴
は
中
国
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
は
錦
州
医
学
院

付
属
医
院
に
勤
め
て
い
た
。

　

以
上
、
個
々
の
事
例
か
ら
読
み
取
れ
る
共
通
点
を
ま
と
め
て
み
る
。
ま

ず
、
生
ま
れ
年
が
違
う
が
、
留
学
し
に
行
っ
た
年
齢
は
み
な
十
八
歳
前
後

の
若
い
年
齢
だ
と
判
明
し
た
。
ま
た
、
卒
業
が
果
た
せ
な
か
っ
た
学
生
は

一
九
四
五
年
に
引
き
揚
げ
た
際
、
満
洲
国
政
府
の
斡
旋
に
よ
り
、
継
続
学

中
国
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
鞍
鋼
鉄
東
医
院
に
勤
め
て
い
た（

26
）。

　

単
春
生
の
場
合
、
劉
（
二
〇
一
五
）
の
著
書
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
戦
後
名
前
を
単
純
に
変
え
た
。『
同
学
録
』

に
よ
れ
ば
、
最
終
学
歴
は
ハ
ル
ピ
ン
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
瀋
陽
鉄
道

医
院
に
勤
め
て
い
た（

27
）。

　

徐
文
書
の
場
合
、
帰
国
後
、
王
静
女
史
と
同
じ
く
長
春
医
科
大
学
に
編

入
さ
れ
た
。
美
濃
口
知
代
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
大
学
卒
業
後
、
吉

林
鉄
道
セ
ン
タ
ー
病
院
小
児
科
で
長
ら
く
勤
め
、
そ
の
後
北
京
燕
山
石
油

化
工
総
合
会
社
職
員
病
院
に
勤
務
し
、
さ
ら
に
中
日
友
好
病
院
小
児
科
主

任
医
師
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
十
月
傅
秀
華
女
史
に
同
行
し
、
母
校
を

訪
問
し
た
。
国
交
回
復
後
の
日
中
間
学
術
交
流
の
促
進
に
努
め
た（

28
）。

　

呉
益
珍
の
場
合
、『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
九
月
六
日
生

ま
れ
。
最
終
学
歴
は
中
国
医
科
大
学
で
あ
る
。
戦
後
上
海
第
二
軍
医
大
学

婦
産
科
に
勤
め
て
い
た
。
王
静
女
史
の
証
言
に
よ
る
と
、
彼
女
は
日
本
人

経
営
の
学
校
で
学
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
語
は
非
常
に
う

ま
か
っ
た
と
い
う（

29
）。

　

趙
瑞
芝
の
場
合
、『
同
学
録
』
に
よ
れ
ば
、
最
終
学
歴
は
中
国
医
科
大

学
で
あ
る
。
戦
後
瀋
陽
市
第
四
人
民
医
院
小
児
科
に
勤
め
て
い
た
。

　

張
淑
勤
に
つ
い
て
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
が
、
王
静
女
史
の
証
言
に
よ
る

と
、
二
〇
一
六
年
時
点
に
す
で
に
世
を
去
っ
て
い
る（

30
）。

　

楊
淑
文
の
場
合
、
先
述
の
劉
（
二
〇
一
五
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
が
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戦
後
に
な
っ
て
も
、
な
お
留
学
生
の
こ
と
を
思
う
日
本
人
学
生
で
あ
る
。

こ
う
し
た
激
動
の
時
代
を
超
え
た
友
情
は
そ
の
あ
と
、
と
く
に
日
中
国
交

回
復
後
、
両
国
民
間
交
流
の
礎
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
関
西

医
科
大
学
同
窓
会
を
通
じ
て
、
元
留
学
生
の
母
校
再
訪
や
、
か
つ
て
の
日

本
人
の
友
達
と
の
文
通
交
流
は
何
よ
り
も
の
よ
い
証
拠
で
あ
ろ
う
。

六
　
王
静
女
史
の
日
本
留
学
と
そ
の
後

　

筆
者
は
二
〇
一
六
年
二
月
十
八
日
に
王
静
女
史
の
自
宅
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
一
六
年
八
月
十
六
日
及
び
二
〇
一
七
年

二
月
二
十
七
日
に
追
跡
調
査
も
行
っ
た
。
第
三
回
聞
き
取
り
調
査
の
と
き
、

傅
秀
華
女
史
に
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
そ
の
ほ
か
、

二
〇
一
七
年
四
月
二
十
七
日
、
関
西
医
科
大
学
牧
野
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問

し
た
際
に
、
王
静
女
史
在
学
中
の
同
級
生
で
あ
っ
た
美
濃
口
知
代
か
ら
、

当
時
の
学
習
環
境
、
逸
話
な
ど
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

に
、
録
音
に
基
づ
き
、
主
に
王
静
女
史
の
日
本
留
学
の
状
況
及
び
戦
後
の

人
生
を
ま
と
め
た
。

　

留
学
生
予
備
校
は
一
九
四
三
年
に
第
六
期
生
の
卒
業
を
迎
え
た
。
同
年

の
一
月
十
六
日
満
洲
国
要
員
が
同
行
し
、
大
連
か
ら
船
で
神
戸
に
七
日
間

で
た
ど
り
着
い
た
。
神
戸
か
ら
京
都
、
そ
し
て
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
に
行
っ

た
。
そ
の
後
東
京
で
一
旦
集
合
し
た
。
東
京
に
約
三
か
月
間
留
ま
っ
て
、

習
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
文
革
の
嵐
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
二

人
を
除
き
、
ほ
か
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
医
者
と
し
て
新
中
国
時
代

も
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
阪
女
医
専
の
十
七
回
生
か
ら
学
業
を
半
ば
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
留
学

生
を
偲
ぶ
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
一
九
四
五
年
、
満
洲
国
留
学

生
の
帰
国
は
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
有
志
の
日
本
人

学
生
が
世
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
学
生
と
の
関
係
は
よ
か
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

当
時
在
籍
し
て
い
た
満
洲
国
か
ら
の
数
名
の
留
学
生
達
は
、
ご
多
分
に

も
れ
ず
何
か
と
不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
た
が
、
不
足
も
言
わ
ず
悠
々

と
し
た
風
格
を
備
え
見
事
で
あ
っ
た
。
日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
る
と
留

学
生
達
は
帰
国
で
き
る
間
に
帰
国
し
た
い
と
思
い
は
じ
め
た
よ
う
で
あ

っ
た
。
自
分
達
だ
け
で
枚
方
の
役
所
に
行
き
手
続
き
進
め
て
い
た
が
、

言
葉
の
関
係
も
あ
っ
た
の
か
う
ま
く
ゆ
か
ず
困
惑
し
て
い
た
と
き
、
或

る
同
級
生
が
つ
い
て
行
っ
て
何
と
か
無
事
帰
国
の
段
取
り
が
つ
き
、
間

も
な
く
戦
場
と
な
っ
た
母
国
へ
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
の
消
息

は
知
る
由
も
な
い
が
級
友
だ
っ
た
留
学
生
達
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
か
、
中
国
残
留
孤
児
の
ニ
ュ
ー
ス
等
見
る
と
思
い
出
さ
れ

る（
33
）。
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ら
え
た
」
と
い
う
。
非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
で
も
あ
り
、
日
本

人
学
生
と
同
じ
く
戦
時
下
体
制
を
経
験
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
千
人
針

に
参
加
し
た
際
、
一
人
一
針
と
命
じ
ら
れ
た
が
、
留
学
生
た
ち
は
い
た
ず

ら
で
い
く
つ
も
縫
っ
て
い
た
。

　

学
校
周
辺
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
ラ
ー
メ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
勤
労
奉
公
で

は
農
作
業
を
体
験
し
た
り
、
宝
塚
で
舞
台
劇
を
楽
し
ん
だ
り
、
戦
争
末
期

に
お
け
る
独
特
な
青
春
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
傅
秀
華
女
史
は
中
国
伝
統

文
化
や
占
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
た
め
、
王
静
女
史
か
ら
弟
子
入
り
の

願
い
が
あ
っ
た
。
二
人
は
留
学
生
予
備
校
時
代
か
ら
仲
が
よ
く
、
行
動
は

常
に
一
緒
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
四
四
年
旧
正
月
に
一
度
大
阪
の
満

洲
国
留
日
学
生
会
支
部
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
休
日
に

は
、
関
西
で
の
旅
行
を
楽
し
み
、
神
戸
、
京
都
、
奈
良
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
凡
そ
日
曜
日
に
な
る
と
、
二
人
は
ほ
か
の
学
校
（
お
も
に
奈
良

女
子
高
等
師
範
学
校
）
に
通
っ
て
い
た
予
備
校
の
同
期
の
と
こ
ろ
に
一
緒

に
遊
び
に
行
っ
た
。
そ
の
際
、
事
前
に
連
絡
を
取
る
必
要
は
な
く
、
そ
の

気
分
に
な
っ
た
ら
、
相
手
の
学
校
に
直
接
に
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
京

都
、
奈
良
で
あ
れ
ば
、
警
察
署
に
報
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
が
遠
い
と
こ

ろ
へ
行
く
場
合
に
は
、
県
境
を
通
る
際
に
通
行
証
が
い
る
ら
し
い
。
ど
う

や
ら
神
戸
に
行
く
に
は
通
行
証
が
い
る
ら
し
い
が
、
敗
戦
間
際
は
想
像
ほ

ど
厳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
普
通
に
行
け
た
と
証
言
し
て
い
る
。
神
戸
で

遊
ん
で
い
た
際
、
米
軍
の
空
襲
に
遭
っ
た
が
、
無
事
に
学
校
に
帰
っ
て
き

試
験
を
受
け
た
。
当
時
満
洲
国
の
女
子
留
学
生
は
留
日
会
館
の
牛
込
分
館

と
新
宿
に
あ
る
日
満
帝
国
婦
女
会
寮（

34
）に
泊
ま
っ
て
い
た
。
寮
監
は
秋
山

と
い
う
老
婆
だ
と
覚
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
新
宿
の
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
を

利
用
し
た
り
、
上
野
動
物
園
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
都
会
の
生
活
を
楽
し

ん
で
い
た
た
め
、
あ
ま
り
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
第
六
期

生
の
間
、
男
子
学
生
は
み
な
工
学
を
学
び
、
女
子
学
生
は
み
な
医
学
を
志

し
て
い
た
。
王
静
女
史
は
満
洲
医
科
大
学
を
断
念
し
た
後
、
当
初
東
京
女

医
専
を
志
願
し
た
が
、
大
阪
の
ほ
う
は
競
争
率
が
低
い
た
め
、
大
阪
女
医

専
を
選
ん
だ
。

　

一
九
四
三
年
四
月
か
ら
留
学
生
生
活
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
学

校
の
寄
宿
舎
に
入
り
、
六
人
が
泊
ま
れ
る
寝
室
に
一
人
の
留
学
生
対
五
人

の
日
本
人
学
生
と
い
っ
た
配
分
に
な
っ
た
。
医
学
、
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ

語
な
ど
、
授
業
は
日
本
語
で
行
わ
れ
、
専
門
用
語
は
ラ
テ
ン
語
や
ド
イ
ツ

語
で
提
示
さ
れ
た
。
成
績
評
価
は
点
数
方
式
で
、
合
格
か
不
合
格
か
で
決

ま
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
の
勉
学
は
如
何
な
る
も
の
か
、
留
学
生

本
人
は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
美
濃
口
知
代
女
史
の
話
に

よ
れ
ば
、
講
堂
の
後
ろ
に
あ
る
金
木
犀
の
並
木
通
り
を
歩
く
満
洲
国
か
ら

留
学
し
に
来
た
彼
女
た
ち
の
勤
勉
な
姿
は
、
今
で
も
、
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
王
静
女
史
と
傅
秀
華
女
史
、
そ
し
て
ほ
か
の
留

学
生
は
み
な
私
費
で
、
生
活
費
は
普
段
仕
送
り
に
頼
っ
て
い
た
。
王
静
女

史
は
「
お
金
が
な
け
れ
ば
電
報
一
通
で
そ
の
日
に
家
族
か
ら
仕
送
り
が
も
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国
営
第
一
製
紙
場
）
医
務
室
に
勤
め
た
。
こ
の
兄
は
新
京
医
科
大
学
の
卒

業
生
で
あ
り
、
妻
は
同
級
生
の
梁
秀
章
で
あ
る
。
王
静
女
史
は
日
本
語
が

で
き
る
の
で
、
日
本
人
と
も
朝
鮮
人
と
も
仲
が
良
か
っ
た
。
そ
こ
の
製
紙

場
は
早
く
も
共
産
党
に
摂
取
さ
れ
、
新
中
国
成
立
前
に
、
国
有
企
業
に
再

編
さ
れ
た
。
新
中
国
の
時
代
、
延
辺
で
結
婚
し
、
そ
の
後
一
九
五
三
年
に

設
立
し
た
瀋
陽
市
工
程
学
院
に
夫
が
転
職
し
た
た
め
、
瀋
陽
に
引
っ
越
し

た
。
同
学
院
の
医
務
室
に
勤
め
、
定
年
退
職
し
た
。
文
化
大
革
命
の
嵐
で
、

兄
夫
婦
を
な
く
し
た
が
、
そ
れ
で
も
辛
抱
よ
く
耐
え
た
。
文
革
後
、
大
連

外
国
語
学
院
か
ら
日
本
語
教
師
に
勤
め
な
い
か
と
誘
い
が
来
た
が
、
文
革

の
嵐
が
い
つ
か
ま
た
来
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
た
め
、
断
っ
た
。
二

〇
一
七
年
現
在
、
瀋
陽
市
内
の
実
家
で
娘
家
族
と
一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
る
。

　

傅
秀
華
女
史
は
一
九
二
四
年
十
一
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。
帰
国
後
ハ
ル

ピ
ン
医
科
大
学
に
学
び
、
そ
の
後
地
元
の
吉
林
省
蛟
河
県
人
民
医
院
副
院

長
に
任
命
さ
れ
、
現
地
の
有
名
な
小
児
科
の
先
生
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
。

文
化
大
革
命
で
迫
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

際
、
あ
ま
り
昔
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

退
職
後
、
今
は
息
子
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　

日
本
人
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
王
静
女
史
は
文
革
後
、
同
級
生
だ
っ

た
中
田
美
奈
子
女
史
と
二
十
年
間
文
通
を
続
け
て
い
た
。
傅
秀
華
女
史
は

同
級
生
の
徐
文
書
女
史
と
一
緒
に
一
九
八
六
年
十
一
月
母
校
を
訪
問
し
、

た
。
王
静
女
史
は
夏
休
み
に
計
二
回
新
京
の
実
家
に
帰
省
し
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
だ
。
一
方
、
傅
秀
華
女
史
は
裕
福
な
家
の
娘
で
は
な
い
た
め
、
在

学
中
帰
省
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
帰
省
の
ル
ー
ト
は
神
戸
か
ら

下
関
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
船
で
釜
山
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
鉄
道
を
通
っ
て

新
京
に
帰
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
、
文
部
省
の
法
令
が
あ
り（

35
）、
ま
た
満
洲
国
の
民
生
部

（
正
し
い
の
は
文
教
部
）
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
時
局
困
難
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
て
、
留
学
生
を
ま
と
め
て
帰
国
さ
せ
て
い
た
と
証
言
し
て
い

る（
36
）。
学
業
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
学
生
に
対
し
、
満
洲
国
内
で
相
当

の
学
校
に
通
わ
せ
る
手
配
を
し
た
。
や
む
を
得
ず
帰
国
す
る
し
か
な
か
っ

た
王
静
女
史
は
日
本
に
持
っ
て
き
た
す
べ
て
の
生
活
用
品
を
当
時
自
宅
が

全
焼
し
た
同
級
生
の
中
田
美
奈
子
女
史
に
渡
し
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て

新
京
に
帰
っ
た
。

　

王
静
女
史
の
場
合
、
政
府
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
新
京
医
科
大
学
に
入
学

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
京
医
科
大
学
の
先
生
も
み
な
日
本
人
で
あ
り
、

授
業
は
大
阪
で
学
ん
だ
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
八
月
五
日
新
京
に
着
い
た

が
ま
も
な
く
日
本
が
敗
戦
し
、
満
洲
国
は
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
、
国
民
党

が
東
北
地
域
に
入
り
、
新
京
医
科
大
学
を
長
春
医
科
大
学
に
改
名
し
た
。

し
か
し
、
名
前
が
変
わ
っ
て
も
、
先
生
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
新
京
医
科

大
学
で
学
位
を
取
っ
て
か
ら
は
、
卒
業
後
長
春
市
内
の
病
院
で
実
習
を
行

っ
た
。
一
九
四
八
年
長
春
を
立
ち
、
兄
と
延
辺
の
石
峴
製
紙
場
（
の
ち
の
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中
華
民
国
の
留
学
生
が
見
ら
れ
な
く
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
満
洲
国

の
留
学
生
が
著
し
く
増
え
て
い
た
が
、
戦
争
末
期
に
際
し
、
ほ
と
ん
ど
の

学
生
は
学
業
を
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
卒
業
生

し
か
把
握
で
き
な
い
学
校
側
の
資
料
で
は
、
彼
女
た
ち
の
名
前
を
見
つ
け

る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
。
ま
た
、
東
京
女
医
専
に
比
べ
る
と
、
人
数
が
比

較
的
に
少
な
く
、
資
料
は
非
常
に
収
集
し
や
す
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
学
校
を
通
し
て
、
戦
時
中
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
留
学
生
、
と
く

に
満
洲
国
留
学
生
の
生
々
し
い
体
験
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
戦
争
末
期
に
お
け
る
近
代
日
本
留
学
生
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

　

重
ね
て
論
じ
る
が
、
満
洲
国
政
府
の
留
学
政
策
が
確
立
し
た
後
、
こ
の

よ
う
な
医
学
留
学
を
目
的
と
す
る
女
子
留
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
は
ひ
と

つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
回
聞
き
取
り
調
査
及
び
資
料
整
理
に
お
い
て
、
戦
時
中
と
く

に
戦
争
末
期
、
日
本
外
務
省
に
よ
る
留
学
生
素
養
調
査
、
留
学
生
旅
行
管

理
等
々
、
留
学
生
に
つ
い
て
の
管
理
政
策
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
今

回
ま
だ
全
貌
に
つ
い
て
は
詳
し
く
調
査
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、
戦
前
日
本
政
府
に
よ
る
留
学
生
管
理
に
か
か
わ
る
法

令
な
ど
、
と
く
に
戦
争
末
期
に
際
し
、
そ
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き

た
い
。

同
級
生
と
再
会
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

七
　
終
わ
り
に

　

昨
年
発
表
し
た
論
考
は
新
資
料
よ
り
浮
か
ぶ
留
学
生
予
備
校
の
実
態
及

び
王
静
女
史
の
日
本
留
学
以
前
の
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
本
稿

は
昨
年
の
そ
の
続
き
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
論
説
に
よ
っ
て
、
元
満
洲
国

留
日
学
生
で
あ
る
王
静
女
史
の
今
ま
で
の
人
生
を
通
し
て
、
秩
序
化
さ
れ

て
い
く
留
学
生
派
遣
制
度
の
到
達
点
留
学
生
予
備
校
の
経
営
状
況
、
留
学

生
の
日
本
で
の
生
活
ぶ
り
、
戦
争
中
の
緊
張
状
態
に
際
し
て
引
き
揚
げ
た

後
の
再
教
育
の
斡
旋
と
い
っ
た
点
か
ら
、
満
洲
国
の
留
学
政
策
、
さ
ら
に

戦
前
大
阪
女
医
専
の
ア
ジ
ア
留
学
生
の
特
徴
に
つ
い
て
判
明
す
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
以
上
の
論
述
及
び
個
別
事
例
を
通
し
、
大
阪
女
医
専
に
お

け
る
ア
ジ
ア
留
学
生
の
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
地

域
出
身
の
留
学
生
か
ら
こ
の
学
校
の
持
つ
留
学
生
受
け
入
れ
の
特
徴
に
つ

い
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

大
阪
女
医
専
は
、
創
立
期
よ
り
早
く
も
中
華
民
国
よ
り
「
留
学
生
な
ら

ぬ
留
学
生
」
を
迎
え
た
。
こ
の
時
期
の
留
学
生
は
親
の
事
情
で
日
本
に
暮

ら
し
て
い
た
学
生
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
留
学
生
は
そ
の
後
日
本
に
残

り
開
業
す
る
学
生
は
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
日
中
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
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（
1
）「
文
部
省
告
示
第
三
百
四
十
号
」『
官
報
』
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
二
八
年
七

月
三
日
。

（
2
）
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
と
帝
国
女
子
医
学
専
門
学
校
の
二
校
は
そ
れ
ぞ

れ
明
治
期
と
大
正
期
に
で
き
た
学
校
で
、
中
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

歴
史
が
比
較
的
に
長
い
。
具
体
的
な
情
報
は
以
下
の
資
料
に
載
っ
て
あ
る
。

『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
周
年
史
』
満
洲
国
大
使
館
内
学
生
会
中
央
事

務
所
、
一
九
四
三
年
。

（
3
）
王
嵐
「「
満
州
国
」
留
学
生
と
山
口
高
等
商
業
学
校
」『
教
育
科
学
論
集
』

第
六
号
、
神
戸
大
学
、
二
〇
〇
二
年
、
五
五
―
六
三
頁
。

周
軍
「「
満
州
国
」
留
学
生
と
広
島
高
等
師
範
学
校
」『
広
島
東
洋
史
学

報
』
第
九
号
、
広
島
東
洋
史
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
、
七
二
―
八
二
頁
。

周
一
川
「
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
﹇
満
州
国
﹈
留
学
生
」

『
人
文
研
究
所
報
』
第
四
五
号
、
神
奈
川
大
学
人
文
学
研
究
所
、
二
〇
一

一
年
、
六
三
―
七
六
頁
。

　

以
上
の
よ
う
に
少
数
な
が
ら
、
近
年
こ
の
よ
う
に
学
校
側
の
資
料
を
発

掘
し
、
具
体
的
な
学
校
、
学
科
、
個
人
に
焦
点
を
当
て
、
全
体
を
把
握
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
出
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
今
ま
で
と
違
っ
て
、

全
体
か
ら
は
見
え
な
い
事
実
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
有
意

義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）
興
亜
院
『
日
本
留
学
中
華
民
国
人
名
調
』
一
九
四
〇
年
。
満
州
国
大
使
館

『
満
洲
国
留
日
学
生
名
録
』
一
九
三
五
年
〜
一
九
四
三
年
計
九
冊
。
日
華

学
会
『
中
国
人
留
学
生
名
簿
』
一
九
三
五
年
〜
一
九
四
四
年
（
号
数
に
よ

っ
て
名
前
が
多
少
相
違
あ
り
）

（
5
）
内
部
発
行
に
よ
る
『
留
日
予
備
校
聚
会
紀
念
冊
』
計
八
冊
及
び
通
信
簿
が

存
在
し
て
い
る
。
王
静
女
史
の
娘
の
証
言
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
退
職

後
の
王
静
女
史
か
ら
単
純
に
、
同
窓
会
を
作
り
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
。
準
備
段
階
を
経
て
、
よ
う
や
く
一
九
九
四
年
に
第
一
回
同
窓
会
活
動

が
実
行
し
た
。
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す

る
。

（
6
）
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
「
お
と
づ
れ
」
関
西
医
科
大
学
同
窓
会W

eb

ペ

ー
ジ
。

（http://priv.km
u.ac.jp/dousou/otozure/index.htm

l

）
二
〇
一
七

年
六
月
二
十
日
参
照
。

（
7
）
興
亜
院
『
日
本
留
学
中
華
民
国
人
名
調
』
一
九
四
〇
年
、
七
六
三
頁
。

（
8
）
以
下
各
章
人
名
情
報
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
つ
の
名
簿
を
参
照
。
ま
た

（
仮
）
と
表
記
す
る
箇
所
は
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
卒
業
で
き
て

い
な
い
留
学
生
は
本
来
卒
業
す
べ
き
だ
っ
た
回
数
を
示
す
。

大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
同
窓
会
、
校
友
会
『
第
十
二
回　

同
窓
会

会
員
名
簿
・
校
友
会
会
員
名
簿
（
昭
和
二
十
一
年
八
月
現
在
）』
一
九
四

六
年
。

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
『
二
〇
一
四
年
版　

会
員
名
簿
』
二
〇
一
四
年
。

（
9
）
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
『
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
五
十
年
史
』
一
九
八
四

年
、
一
八
三
頁
。

（
10
）
蔡
聯
歓
の
生
涯
に
つ
い
て
、
以
下
の
資
料
を
参
照
し
、
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
田
代
裕
「
大
阪
女
子
医
専
第
一
回
生
蔡
聯
歓
さ
ん
、
一
翠
会
と
本

学
の
学
風
形
成
」『
お
と
づ
れ
』
第
一
二
三
号
、
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
、

二
〇
〇
五
年
、
三
〜
十
六
頁
。
栖
川
武
子
、
西
嶋
摂
子
「
第
一
回
生
蔡
聯

歓
先
生
を
香
港
に
表
敬
訪
問
し
て

―
卒
業
生
八
十
年
の
絆

―
」『
お

と
づ
れ
』
第
一
三
六
号
、
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
、
二
〇
一
二
年
、
八
頁
。

蔡
聯
歓
『
蔡
紉
秋
詩
詞
選
』
一
九
七
六
、
自
序
。

註
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（
11
）
田
代
、
前
掲
論
文
、
六
頁
。
具
体
的
な
記
事
文
面
を
提
示
し
た
が
、
実
際
、

朝
日
新
聞
の
主
要
紙
面
に
「
四
異
彩
」
な
る
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
12
）
伊
達
俊
光
『
大
大
阪
と
文
化

：

長
春
庵
随
想
録
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
四

二
年
、
三
七
八
頁
。

（
13
）「18

．
大
坂
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校　

昭
和
十
二
年
」

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B05015501700

、
在
本

邦
選
抜
留
学
生
補
給
実
施
関
係
雑
件
／
専
門
学
校
関
係　

第
二
巻
（H

-5-
2-0-1_8_002

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

　

こ
の
ほ
か
父
親
に
対
す
る
批
判
的
な
言
論
に
つ
い
て
、
江
華
本
「
満
洲

国
建
設
抗
議
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C15120454400

、
陸
軍

省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
19
冊
）　

昭
和
7
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）

（
14
）
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
『
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
五
十
年
史
』
一
九
八
四

年
、
二
二
一
頁
。

（
15
）M

iscellaneous Santa Barbara County, California O
bituaries

（http://w
w
w
.obitcentral.com

/obitsearch/obits/ca/ca-santaba 
rbara38.htm

）
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
日　

参
照
。

（
16
）
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
「
十
六
夜
会
（
十
六
回
生
）」『
お
と
づ
れ
』
関
西

医
科
大
学
同
窓
会
、
第
八
六
号
、
一
九
八
七
年
、
八
十
頁
。

（
17
）
周
一
川
「〔
満
州
国
〕
に
お
け
る
女
性
の
日
本
留
学

―
概
況
分
析

―
」

『
中
国
研
究
月
報
』
第
六
四
巻
第
九
号
、
一
般
社
団
法
人
中
国
研
究
所
、

二
〇
一
〇
年
、
十
八
頁
。

（
18
）
一
九
四
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
留
学
生
予
備
校
一
覧
』
に
卒
業
生
名
簿
が

載
っ
て
い
る
。『
満
洲
国
留
日
学
生
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学

校
も
出
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
ず
る
予
定
が
あ
る
。

（
19
）
留
学
生
予
備
校
同
学
会
『
留
学
生
予
備
校
同
学
録
』
一
九
九
九
年
。
以
下

註
『
同
学
録
』
出
自
を
省
略
す
る
。

（
20
）『
教
育
部
特
設
東
北
臨
時
大
学
補
習
班
同
学
録
』
同
学
会
、
一
九
四
六
年
。

（
21
）
周
一
川
に
よ
る
史
延
芳
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
周
一
川
（
二
〇
一
〇
）、

二
〇
頁
。

（
22
）
磯
谷
明
全
「
留
日
学
生
会
大
阪
支
部
に
就
い
て
」『
満
洲
国
学
生
日
本
留

学
拾
周
年
史
』
満
洲
国
大
使
館
内
学
生
会
中
央
事
務
所
、
一
九
四
三
年
、

一
一
六
頁
。

（
23
）
程
吉
子
の
情
報
は
『
満
洲
国
留
日
学
生
名
録
』
康
徳
七
年
版
八
十
頁
で
は

出
身
地
を
関
東
州
と
表
記
す
る
。
ま
た
日
華
学
会
『
第
十
四
版
中
華
民
国

留
日
学
生
名
簿
』、
一
九
四
〇
年
、
三
四
頁
で
は
北
京
と
表
記
す
る
。
本

来
満
洲
国
で
あ
っ
た
は
ず
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
華
民
国
の
名
簿
に
そ
の
名

前
が
見
ら
れ
る
。
当
時
傀
儡
国
家
満
洲
国
の
国
籍
問
題
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
譲
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
満
洲
国
籍
と
認
め
、
統
計
に
算
入
す

る
。

（
24
）
李
彦
春
「
方
軍
与
謝
罪
鬼
子
兵
」『
北
京
青
年
報
』
二
〇
〇
五
年
七
月
四

日W
eb

サ
イ
ト
掲
載
。
筆
者
翻
訳
。

（http://w
w
w
.china918.net/91805/new

xp/ReadN
ew

s.asp?N
ew

sID
=1142&

BigClassN
am

e=%
BC%

CD
%
C4%

EE%
BB%

EE%
B6

%
A
F&

Sm
allClassN

am
e=%

C7%
EC%

D
7%

A
3%

BF%
B9%

D
5%

B
D
%
CA

%
A
4%

C0%
FB%

C1%
F9%

CA
%
A
E%

D
6%

D
C%

C4%
EA

&
SpecialID

=20

）
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
日
参
照
。

（
25
）
満
洲
国
大
使
館
『
満
洲
国
留
日
学
生
名
録
』
一
九
四
一
年
、
一
一
一
頁
。

（
26
）
満
洲
国
大
使
館
『
満
洲
国
留
日
学
生
名
録
』
一
九
四
二
年
、
一
一
六
頁
。

（
27
）
劉
振
生
『
近
代
東
北
人
留
学
日
本
史
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
二

二
一
頁
。

（
28
）
美
濃
口
知
代
「
中
国
よ
り
同
級
生
「
蘇
っ
た
四
十
年　

青
春
の
宴
」」
十

六
回
生
有
志
の
口
述
ま
と
め
、
一
九
八
六
年
十
一
月
。

（
29
）
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
七
日
王
静
女
史
証
言
内
容
よ
り
。
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（
30
）
同
前
註
。

（
31
）
劉
、
前
掲
書
、
三
一
一
―
三
一
四
頁
。
二
〇
一
七
年
十
月
時
点
ご
存
命
で

あ
る
。

（
32
）
同
註
（
29
）。

（
33
）
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
『
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
五
十
年
史
』
一
九
八
四

年
、
二
六
四
―
二
六
五
頁
。

（
34
）『
満
洲
国
学
生
日
本
留
学
拾
周
年
史
』
二
一
六
頁
「
留
学
生
関
係
諸
機
関
」

「
日
満
帝
国
婦
人
会
」
に
よ
る
と
「
事
務
所
は
淀
橋
区
西
大
久
保
二
丁
目

二
百
三
十
六
番
地
日
満
帝
国
婦
人
会
館
内
」
と
書
い
て
あ
る
。
学
生
寮
も

こ
こ
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

（
35
）
田
中
剛
「
日
本
敗
戦
前
後
の
中
国
人
留
日
学
生
政
策
」『
長
江
流
域
社
会

の
歴
史
景
観

：

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
報
告
』
森
時
彦
編
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
、

二
三
五
〜
二
六
三
頁
。

　

文
部
省
の
戦
争
末
期
に
お
け
る
指
令
は
一
九
四
四
年
六
月
二
日
に
発
令

し
た
「
満
洲
国
留
日
学
生
の
勤
労
動
員
に
関
す
る
件
」
が
あ
る
。
す
で
に

一
九
四
四
年
に
帰
国
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
九

四
五
年
二
月
七
日
に
発
令
し
た
「
留
日
学
生
非
常
措
置
実
施
要
領
」
の
中

に
詳
し
く
留
学
生
疎
開
工
作
に
つ
い
て
指
導
が
出
し
て
き
た
。
田
中
剛
の

研
究
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
。

（
36
）
満
洲
国
側
の
資
料
に
つ
い
て
、
ま
だ
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
判
明
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
先
行
研
究

で
言
及
さ
れ
た
留
学
生
の
聞
き
取
り
調
査
デ
ー
タ
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た

点
に
つ
い
て
、
今
回
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
て
く
れ
た
大
阪
女
医
専
の
元

留
学
生
か
ら
、
文
教
部
の
官
吏
が
大
阪
周
辺
の
留
学
生
を
連
れ
て
帰
国
し

た
と
証
言
が
あ
っ
た
。
傅
秀
華
女
史
の
最
初
の
夫
は
こ
の
官
吏
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
れ
は
確
か
な
情
報
に
な
る
。
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）


